
様式第３号（第８条関係）

基礎交付金事業実績書

団体名：新田地区コミュニティ推進協議会

１ 総事業費 2,334,000 円

２ 事業内容

(1) 事業名 コミュニティ体育事業

事 業 費 498,504 円

事業内容

◆新田地区市民運動会

会 場：登米市立新田中学校

日 程：６月４日（日）

参加者：約 500 名

◆ソフトボール大会

会 場：登米市立新田中学校

日 程：６月 18日（日）

参加者：約 200 名

◆ユニカール大会

会 場：登米市立新田小学校

日 程：２月 18日（日）

参加者：約 180 名

事業成果

・４年ぶりに開催した新田地区市民運動会、ユニカール大会は、参加者も多く競

技の結果だけでなく懇親の場として大変盛り上がった。運動不足の解消と地域

コミュニティの活性化の為、今後も取り組みたい。

・ソフトボール大会は中高年の競技として楽しみにしている人が多い。

・当初予定していたグラウンド・ゴルフ大会は前日からの雨で運動場の状態が悪

く中止とした。

・バレーボール大会は参加チームが開催既定数に達しなかったため中止とした。



(2) 事業名 交流事業

(3) 事業名 郷土芸能伝承事業

事 業 費 414,883 円

事業内容

◆夏祭り

会 場：登米市新田公民館

日 程：８月５日（土）

参加者：約 220 名

併 設：手作り提灯

点灯式：８月５日（土）

点灯期間：８月５日(土)～８月 16日(水) 12 日間

◆神社用しめ縄づくり研修会

会 場：登米市新田公民館

日 程：12 月 14 日（木）

参 加：18 名

事業成果

・４年ぶりに「新田夏祭り」を開催した。また、「手作り提灯」は新田幼稚園や

新田小学校、そして新田地区子ども会育成会にも協力を頂き作成した提灯を展

示した。点灯式には多くの子どもたちも集まった。

・伝統を引き継ぐ伝承事業として「神社用しめ縄づくり」に取り組んだ。高齢化

による担い手不足が深刻な中、地元に残る人材を講師にお迎えし研修会を実施

した。今後も地域住民との交流の場を作っていきたい。

事 業 費 120,000 円

事業内容

◆郷土芸能伝承事業

日 程：毎週、毎月定期的に実施

会 場：登米市新田公民館及び地区集落センター

講 師：新田小学校佐沼鹿踊伝承会 大場勘市氏

山ノ神神楽保存会 髙橋章一氏

柳生心眼流兵法宗家 星 徳一氏

白蓮太鼓 伊辺由美子氏

事業成果

・会員募集のチラシは年２回発行。

・新田地区市民文化祭は中止となり発表の場は減ってしまったが、 4団体によ

る郷土芸能体験会を開催し外国人にも興味をもっていただいた。小規模の地区

で 4団体もの芸能を保存しているのが地域の誇りである。



(4) 事業名 先進地視察移動研修

(5) 事業名 情報発信事業

(6) 事業名 クリーン作戦、地域安全パトロール

事 業 費 28,145 円

事業内容

◆先進地視察移動研修

日 程：11 月９日（木）

視察先：陸前高田市、東日本大震災津波伝承館

内 容：災害から学ぶ防災対策について

参加者：15 名

事業成果

・陸前高田市の被害が多かった原因や川と津波の関係につい５か所の遺構から理

解できた。

・ボランテェアガイドの説明から震災当時の状況と日頃の訓練の大切さを学ん

だ。

事 業 費 104,761 円

事業内容

◆ホームページの維持管理

◆地域づくりの情報発信事業

発行回数：年 12 回

部 数 等：A4 カラー両面 全戸配布 1,200 枚

事業成果

・情報誌は毎月発行し新田地区全戸に配布している。公民

館で実施している事業だけでなく、学校情報や地域のホットな話題も提供し

ている。

・ホームページは QR コードを情報誌に掲載することによりパソコンからのアク

セスよりもスマホからのアクセスが多くなった。

事 業 費 394,344 円

事業内容

◆クリーン作戦

内 容：不法投棄看板設置

◆地域安全パトロール

内 容：登米市新田防犯協会で毎月防犯パトロール実施

参加者：30 名（13行政区と役員）

内 容：熊出没広報

熊出没注意看板作成

◆交通死亡事故ゼロ 6500 日達成

開催日：７月３日（月）

内 容：交通死亡事故ゼロ 6500 日祝賀会の開催

参加者：50 名



(7) 事業名 植栽活動

(8) 事業名 コミュニティスクール推進事業

事業成果

・不法投棄防止看板を追加作成し交換や増設も行った。

・地域安全パトロールは、登米市新田防犯協会役員の協力で毎月地区内を巡回し

地域住民の安全意識を高めた。

・熊出没注意の広報は各方面からの情報に基づき、登米市新田防犯協会と協力し

て実施した。

・交通死亡事故ゼロ 6500 日達成の祝賀会を実施。全戸に周知した。

事 業 費 364,980 円

事業内容

◆花いっぱい運動

配布日：６月 22日（木）

配布先：希望する 12行政区と新田幼稚園

◆花壇鑑賞会

日 程：７月 21日（金）

参加者：新田地区長生会連合会と行政区の代表者

事業成果

・花いっぱい運動は地域の美化意識を向上させ、花壇作りのノウハウを知っ

た。

・花壇鑑賞会は他の行政区の花壇を鑑賞することで見せ方や維持管理の仕方に

ついて学び、良い刺激になった。

事 業 費 136,280 円

事業内容

◆新田地区幼小中総合防災訓練

日 程：11 月 16 日（木）

参加者：約 33名（新田地区コミュニティ）

◆イルミネーション事業

設置作業日：11 月 20 日（月）

点 灯 式：12 月 4日（月）

点灯期間：12 月 4 日（月）～１月 14 日（日） 42 日間

撤去作業日：１月 16日（火）

事業成果

・新田地区幼小中総合防災訓練の実施により、幼・小・中 地域住民の防災意

識と協力の大切さを学んだ。

・今年度も新田幼稚園、新田小学校、新田中学校の子ども達、新田地区子ども

会育成協議会に協力を頂き「手作りペットボトルツリー」を設置した。子ど

もたちや家族連れなど多くの方に鑑賞していただいた。



(9) 事業名 コミュニティ組織運営費

事 業 費 272,103 円

事業内容

◆地域づくり研修会

開催日：５月 23日（火）

会 場：登米市新田公民館

職 員：まちづくり推進部市民協働課

課長 佐々木美和氏 係長 石川千恵氏

内 容：地域づくり計画策定について

参加者：30 名

◆第三次新田地域づくり計画策定委員会

開催日：第１回 ７月 11 日（火）

第２回 ９月 ６日（水）

第３回 12月 12 日（火）

第４回 ２月 ６日（火）

第５回 ３月 ６日（水）

内 容：第三次新田地域づくり計画策定について

参加者：策定委員会役員 18名

事業成果

・研修会では令和６年度から始まる「第三次新田地域づくり計画」の策定につ

いて市民協働課から説明を受けた。

・「第三次新田地域づくり計画」の策定に向け、委員会を立ち上げ今年度まで

の成果や評価を話し合った。

・委員には各層から選出し、地域の問題や今後進むべき方向について話し合い

を重ね、計画書をまとめた。来年度以降、また、新たな計画に基づき事業を

進めていく。


